
1. はじめに

遠隔地の相手とのコミュニケーションには，多様な

ツールが用いられ，それらの開発や特性に関する研究

が多くなされている．中でも，遠隔地の相手と映像に

より空間を共有する環境についての研究がみられる．

たとえば，Tang ら（1）は，手のジェスチャーが可能

で，描画スペースを共有して活動できる VideoDraw

を開発した．VideoDraw は，手の動きの伝達が可能

で，コミュニケーションが容易である．しかし，テレ

ビモニタ上の特殊なシートの上での活動に限定され

ている．この点を解決するため，石井ら（2）は Team-

WorkStation を開発した．TeamWorkStation は，机上

の紙やペン，印刷物などを合成画面に提示でき，より

柔軟な共同作業が可能である．また，遠隔地からの教

授を想定した実験を行っており（3），合成画面上で直

接的に指差しでき，教えることが可能といった点か

ら，学習への適用の有効性を検討している．さらに石

井ら（4）は，TeamWorkStation のように，作業者の顔

と共同作業空間が分離されると，アイコンタクトの欠

如によるコミュニケーションの困難さが発生する点を

指摘し，作業空間の共有とアイコンタクトの伝達が可

能な ClearBoard を開発している．

一方，共同作業スペースだけでなく，空間そのもの

を共有し，遠隔地の相手と全身像を共有して対話する

システムとして，「超鏡」（HyperMirror）がある．「超

鏡」は，視線情報伝達の困難さや，空間の分離による

活動の制約といったテレビ会議システムの課題を解決

しうる方法として提案され（5），遠隔地の相手像と左

右反転させた自己像とを同一画面上に重畳表示するこ

とで，まるで同じ空間にいるかのように対話できる遠

隔映像環境である．遠隔地の相手と同一の映像を見て

活動するため（WYSIWIS），指差しなどの身体活動が

容易で，事物の共有が可能といった特徴がある（5）（6）．

また，「超鏡」を用いた遠隔学習が行われ，有効性が

検討されてきた（7）（8）．

このように，遠隔地の相手と作業スペースや空間を

共有するツールの開発・研究が進められ，遠隔学習へ

の適用も検討されてきた．しかしながら，遠隔学習で

は，学習内容や教授スタイルに応じた共同作業空間

や，複数の共同作業空間を組み合わせることが要望さ

れるなど，さらなる検討が必要となってきた．

そこで，2 種類の遠隔共同作業環境を構築し併用し

た実験的な取り組みを行った．本稿では，その実践の

概要を報告する．また，学習内容や教授スタイルに応

じた共同作業空間の選択や，複数の共同作業空間を併

用する遠隔学習への一助となるよう考察を行う．

2. 実践環境とシステム構成

2.1　実践環境

本実践は，2 種類の共同作業環境を用いて日本と米
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